
今年開業の路線・駅舎

働き方改革と生産性向上に注力
一般社団法人日本建設業連合会

　副会長・鉄道建設本部長　押味　至一

　　鉄　道　の　日
（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１０月１３日　（金曜日）

日刊建設工業新聞年５月日９面　大阪市営地下鉄年特集紙面。日本初の
公営地下鉄・大阪市営地下鉄（現大阪メトロ）は今年周年を迎えた

　
毎
年

月

日
は
鉄
道
の
日

今
年

制
定
か
ら

回
目
を
迎
え
る

本
特

集
で
は

日
本
初
の
公
営
地
下
鉄
・
大
阪
市
営
地
下
鉄
の
鉄
軌
道
事
業
を
継
承

し
た
大
阪
メ
ト
ロ
の
河
井
英
明
社
長
や
鉄
道
の
安
全
・
安
定
性
向
上
な
ど
を
研

究
し
て
い
る
上
智
大
学
の
曄
道
佳
明
学
長
ら
に
話
を
伺

た

首
都
圏
の
民
鉄

各
社
の
事
業
計
画
や
設
計
事
務
所
が
手
が
け
た
駅
舎
な
ど
も
紹
介
す
る


利
便
性
向
上
へ
前
進

芳賀・宇都宮ＬＲＴ（宇都宮市）　８月日開業。路面電車としては年ぶり、
全線新設ＬＲＴとしては全国初

　本日、回目の「鉄道の日」を迎えますことを、心よりお慶
び申し上げます。
　鉄道は、高速・安全かつ大量の輸送を担うとともに、広域高
速交通網や地域内交通網として国土の基幹インフラを形成し、
わが国の経済発展に貢献してきました。現在も、新幹線・リニ
アなどの高速鉄道、都市部の相互直通乗入れ線の整備、駅改良
・駅設備のバリアフリー化など、新たな鉄道整備や既存路線の
改良が続いており、利便性の向上がますます期待されています。
　この５月には、新型コロナウイルス感染症が５類に指定され、
国内外をはじめとする観光需要も回復し活気を帯びてきていま
す。これによる人流も活発化してきており、鉄道をはじめとす
る輸送業界もコロナ禍前の状況に戻りつつあります。一方で鉄

道は、少子高齢化・人口減少社会に直面しているわが国におい
て「コンパクト・プラス・ネットワーク」を実現するとともに、
防災・減災、国土強靱化政策に資する重要な基幹インフラであ
り、また、カーボンニュートラルに貢献できる環境にやさしい
交通機関でもあります。
　建設業においては担い手確保という大きな課題があるもの
の、日建連は、働き方改革と生産性向上に全力で取り組んでお
り、今後も鉄道建設の一翼を担うものとして、i-Constructionや
ＤＸの推進を通して、建設業の生産体制を確実に維持し、鉄道
整備に寄与していく所存であります。
　引き続き日建連の活動に対してご理解・ご協力を賜りたく、
よろしくお願い申し上げます。

相鉄・東急新横浜線（神奈川県海老名市～東京都目黒区、渋谷
区）　３月日開業。東急線と相鉄線の相互直通運転が可能と
なり、速達性の向上や乗り換え回数の抑制を実現した

福岡市地下鉄七隈線天神南駅～博多駅間（福岡市中央区
～博多区）　３月日延伸開業。市西南部から博多駅ま
での移動時間が大幅短縮された

幕張豊砂駅（ＪＲ京葉線、千葉市）　３月日開業。ＪＲの
千葉県内新駅は年ぶり

虎ノ門ヒルズ駅（東京メトロ日比谷線、東京都港区）　
年６月日開業、年７月日拡張工事完了。月６日開業
の虎ノ門ヒルズステーションタワーと一体化している



　鉄道の日

御
堂
筋
線
開
業
か
ら

年

初
の
公
営
地
下
鉄

大阪メトロ社長

河井　英明氏

乗継ハブ

（８）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　１０月１３日　（金曜日）

御堂筋線開業当時の様子（大阪メトロ提供）

　
１
９
３
３
年
に
日
本
初
の
公
営
地
下
鉄
と
な
る
大
阪
市
営
地
下
鉄
御
堂
筋

線
︵
梅
田

心
斎
橋

３
・
１

︶
が
開
業
し
て
か
ら

今
年
５
月
で

周

年
を
迎
え
た

市
営
か
ら
民
営
に
移
行
し
た
の
が
２
０
１
８
年
４
月

大
阪

メ
ト
ロ
の
河
井
英
明
社
長
は

人
口
減
少
下
で
大
量
輸
送
を
担
う
地
下
鉄
と

他
の
交
通
手
段
を
連
携
さ
せ
て
利
便
性
を
高
め

各
種
生
活
サ

ビ
ス
も
組

み
合
わ
せ
る
事
業
活
動
を
展
開
す
る
考
え
を
示
す


　
︵
か
わ
い
・
ひ
で
あ
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︶
明
治
大
学
卒

シ
カ
ゴ
大
学
経
営
大
学
院
卒

１
９
７

７
年
松
下
電
器
産
業
︵
現
パ
ナ
ソ
ニ

ク
︶
入
社

常
務

代
表
取
締
役
専
務
な
ど

を
経
て
２
０
１
８
年
４
月
に
大
阪
メ
ト
ロ
社
長

山
口
県
出
身
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梅
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心
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大
阪
の
地
下
鉄
の
歴
史
を
概
括
し

て
下
さ
い


　
﹁
大
阪
の
地
下
鉄
網
整
備
の
構
想
は
大

正
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す

大
阪
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ

ト
で
あ
る
御
堂
筋
の
拡
張

を
盛
り
込
ん
だ
都
市
計
画
案
の
中
で
街
路

拡
幅
と
同
時
に
地
下
鉄
を
建
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

１
９
３
３
年
に
公
営
初

の
地
下
鉄
と
な
る
御
堂
筋
線
が
梅
田
か
ら

心
斎
橋
ま
で
開
業
し
ま
し
た

開
業
を
祝

う
当
時
の
写
真
や
文
献
か
ら

大
阪
の
人

た
ち
の
期
待
が
と
て
も
高
か

た
こ
と
が

伝
わ

て
き
ま
す

太
平
洋
戦
争
の
勃
発

と
戦
局
の
悪
化
で
新
た
な
路
線
整
備
は
滞

り
ま
す
が

戦
後
は
復
興
都
市
計
画
の
中

で
新
た
な
計
画
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
﹂

　
﹁
大
阪
の
街
に
は
も
と
も
と
路
面
電
車

が
走

て
い
ま
し
た

モ

タ
リ
ゼ

シ


ン
の
進
展
に
伴
い

交
通
渋
滞
の
元
凶

と
ま
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

た
路
面
電

車
は
廃
止
と
な
り
ま
す

そ
し
て
１
９
７

０
年
開
催
の
大
阪
万
博
を
契
機
に
地
下
鉄

が
大
き
く
発
展
し
ま
す

万
博
会
場
と
な

る
千
里
丘
陵
に
向
け
て
延
伸
し
て
地
下
鉄

網
の
原
型
が
出
来
上
が
り

現
在
の
９
路

線
１
３
７
・
８

の
ネ

ト
ワ

ク
に
つ

な
が

て
い
き
ま
す

万
博
に
向
け
て
あ

れ
だ
け
の
工
事
が
進
め
ら
れ
た
の
は

技

術
力
と
当
時
の
人
た
ち
の
熱
い
思
い

努

力
が
あ

た
か
ら
こ
そ
だ
と
思

て
い
ま

す
﹂

　


市
営
か
ら
民
営
に
移
行
し
た
現
在

の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す

か


　
﹁
こ
れ
ま
で
は
人
口
増
加
に
対
応
し
た

路
線
網
や
サ

ビ
ス
の
拡
充
が
課
題
で
し

た
今
後
は
人
口
が
減
少
局
面
と
な
り


お
客
さ
ま
の
減
少
だ
け
で
な
く

地
下
鉄

の
運
行
を
支
え
る
労
働
力
不
足
に
直
面
し

ま
す

高
度
経
済
成
長
期
に
拡
充
し
た
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
ま
す

こ

れ
か
ら
の
課
題
は

採
算
性
を
確
保
し
な

が
ら

い
か
に
移
動
の
利
便
性
を
維
持
で

き
る
か
だ
と
思

て
い
ま
す
﹂

　﹁
大
阪
の
交
通
網
は
発
展
し
ま
し
た
が


今
も
交
通
不
便
地
域
が
存
在
し
て
い
ま

す

ど
ん
な
地
域
で
も
交
通
サ

ビ
ス
を

一
定
程
度
受
け
ら
れ
る
よ
う

移
動
の
障

壁
を
徹
底
的
に
取
り
除
い
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す

地
下
鉄
の
大
量
輸
送
と
い
う

性
格
を
生
か
し
な
が
ら

移
動
全
体
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す

当
社
グ
ル

プ
が
運
営
す
る
バ

ス
な
ど
を
含
め
た
各
種
モ
ビ
リ
テ

間
の

連
携
を
高
め

交
通
と
各
種
生
活
サ

ビ

ス
を
密
接
に
つ
な
げ
る
戦
略
的
な
事
業
活

動
を
﹃
都
市
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
構
想
︵
愛
称
‖

ｅ
　
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
︶
﹄
と
呼
ん
で
推
進
し

ま
す

こ
の
構
想
に
取
り
組
む
こ
と
が
経

営
力
の
強
化
に
直
結
す
る
と
思

て
い
ま

す
﹂各

種
の
　
　
　
　
　
　

　
　
移
動
手
段
を
統
合

　


ｅ
　
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
具
体
的
な
内

容
は


　
﹁
﹃
既
存
交
通
の
改
善
・
進
化
﹄
﹃
移

動
手
段
の
統
合
﹄
﹃
生
活
サ

ビ
ス
の
拡

充
﹄
﹃
ウ

ブ
サ

ビ
ス
の
提
供
﹄
と


こ
れ
ら
に
共
通
し
て
必
要
と
な
る
各
種
デ


タ
を
徹
底
活
用
す
る
﹃
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
﹄
を
加
え
た
五
つ
の
領
域
で
ハ

ド

・
ソ
フ
ト
両
面
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
も
の
で
す
﹂

　
﹁
既
存
交
通
の
改
善
・
進
化
で
は

駅

空
間
の
大
規
模
リ
ニ


ア
ル
や
バ
リ
ア

フ
リ

対
策
を
進
め
て
い
ま
す

老
朽
化

し
た
駅
の
安
全
対
策
に
あ
わ
せ
て
魅
力
的

な
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
が
充
実
し
た
駅
と
な

る
よ
う
に
し
ま
す

バ
リ
ア
フ
リ

対
策

で
は
可
動
式
ホ

ム
柵
を
２
０
２
５
年
度

中
に
全
て
の
駅
に
設
置
し
ま
す

老
朽
化

が
進
ん
だ
ト
ン
ネ
ル
や
高
架
橋
の
長
寿
命

化
と
あ
わ
せ

営
業
車
両
へ
の
軌
道
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を
通

じ

よ
り
速
や
か
な
異
常
察
知
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
﹂

　


移
動
手
段
の
統
合
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
に
な
り
ま
す
か


　
﹁
あ
ら
ゆ
る
モ
ビ
リ
テ

の
交
通
結
節

点
と
な
る
﹃
乗
継
ハ
ブ
﹄
の
設
置
を
進
め

ま
す

当
社
で
は

地
下
鉄
・
バ
ス
の
運

行
の
ほ
か

従
来
の
定
時
・
定
路
線
の
バ

ス
よ
り
も
細
か
な
メ

シ

で
乗
降
ポ
イ

ン
ト
を
設
け

乗
り
た
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

行
き
た
い
場
所
ま
で
の
ル

ト
を
Ａ
Ｉ
が

設
定
し
て
運
行
す
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
社
会
実
験
を
行

て
い
ま
す

こ
れ
ら

の
モ
ビ
リ
テ

と

さ
ら
に
は
シ

ア
サ

イ
ク
ル
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
一
体
的

に
整
備
し

駅
か
ら
目
的
地
ま
で
の
ラ
ス

ト
ワ
ン
マ
イ
ル
を
含
め
た
移
動
サ

ビ
ス

を
一
貫
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
﹂デ

ジ
タ
ル
で
　
　
　
　

　
　
　
一
体
サ

ビ
ス

　


地
域
・
沿
線
と
と
も
に
発
展
す
る

﹁
生
活
・
ま
ち
づ
く
り
企
業
﹂
を
掲
げ
て

い
ま
す


　
﹁
ｅ
　
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
う
ち

生
活
サ


ビ
ス
の
拡
充
と
ウ

ブ
サ

ビ
ス
の
提

供
が
主
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す

乗
継

ハ
ブ
に
フ

ド
ト
ラ

ク
な
ど
生
活
利
便

施
設
を
設
置
し

移
動
途
上
で
生
活
に
必

要
な
サ

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

お
客
さ

ま
と
の
接
点
で
あ
る
駅
を
大
都
市
圏
に
１

０
８
駅
設
置
し
て
い
る
強
み
を
生
か
し


駅
の
サ

ビ
ス
拠
点
化
に
も
取
り
組
み
ま

す

各
駅
の
ニ

ズ
を
捉
え
て
駅
の
特
性

に
応
じ
た
駅
ナ
カ
・
駅
近
の
サ

ビ
ス
を

展
開
し

﹃
ｅ
　
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ア
プ
リ
﹄

で
全
て
の
サ

ビ
ス
を
連
携
さ
せ
ま
す


将
来
的
に
は
病
院
と
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
予
約
・
決
済
を
ワ
ン
ス
ト

プ
で
完
結

さ
せ
る
サ

ビ
ス
の
提
供
や

地
下
鉄
の

遅
延
と
連
動
し
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

予
約
時
間
を
変
更
す
る
な
ど

デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
に
よ

て
全
て
の
サ

ビ
ス
を

融
合
し
て
一
体
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
﹂

万
博
へ
　
　
　
　
　
　

　
　
未
来
の
駅
像
提
示

　


２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
の

開
催
に
向
け
た
中
央
線
延
伸
や
輸
送
力
増

強
へ
の
取
り
組
み
は


　
﹁
中
央
線
延
伸
は
当
社
が
事
業
を
受
託

す
る
形
で
進
め
て
い
ま
す


年
度
の
開

業
に
向
け
て
イ
ン
フ
ラ
工
事
の
大
部
分
は

完
了
し

各
種
設
備
の
設
置
や
駅
舎
部
分

の
建
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す

会
場
と

な
る
人
工
島
の
夢
洲
に
設
け
る
夢
洲
駅

は

国
内
外
か
ら
多
く
の
来
訪
者
を
迎
え

る
玄
関
口
と
な
り
ま
す
が

未
来
に
向
け

た
新
し
い
駅
の
イ
メ

ジ
を
示
せ
る
場
に

な
る
と
思

て
い
ま
す

輸
送
力
増
強
で

は

Ｊ
Ｒ
大
阪
環
状
線
と
中
央
線
の
結
節

点
と
な
る
弁
天
町
駅
の
新
通
路
設
置

中

央
線
全
列
車
の
新
型
・
新
造
車
両
へ
の
置

き
換
え
や
運
行
間
隔
の
短
縮
な
ど
を
通
じ

て
安
全
で
快
適
な
鉄
道
輸
送
を
実
現
し
ま

す

万
博
の
成
功
に
向
け
た
施
策
を
合
計

し
て
１
０
０
０
億
円
規
模
の
投
資
を
計
画

し
て
い
ま
す
﹂


　大阪メトロは、交通事業の価値を向上するため、鉄道、路線バス、オンデマンドバス・パーソナルモ
ビリティの乗り換え拠点となる「乗継ハブ」をさまざまな規模で展開していく。駅や駅周辺の交通拠点
とすべき場所に整備する乗継ハブは、複合ビルや駅前商業ビルなどの施設に併設する。年度までに
カ所の整備を目標としている。
　乗継ハブには待合室を含めた交通機能だけでなく、オフィス、住宅、フードトラック、パーソナルモ
ビリティポートなどの生活利便施設も設け、その場所が目的地となるような生活サービスを併せて展開。
地域活性化への貢献も目指していく方針だ。

　〈イメージ図提供：大阪メトロ〉



　鉄道の日

公営地下鉄の歴史日本の公営地下鉄
都営地下鉄 名古屋市営地下鉄 大阪市営地下鉄

札幌市営地下鉄横浜市営地下鉄神戸市営地下鉄

仙台市地下鉄 福岡市地下鉄 京都市営地下鉄
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（９） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１０月１３日　（金曜日）

年　　　　日本初の鉄道が開業（新橋〈東京都港区〉～横浜間〈延長㎞〉）。
年　　　　東京地下鉄道が運営する日本初の地下鉄・銀座線浅草～上野間（東京都

台東区、延長．㎞）開業（年着工）。諸外国で採用されている
㎜軌間（標準軌）を採用。これまで国内の鉄道は㎜軌間で整備さ
れており、東京市電（現在の都電）などの路面電車は㎜軌間を採用
していたため、それらへの乗り入れなどを想定した日本国内の地下鉄に
は現在まで複数の軌間が存在することとなった。

年　　　　日本初の公営地下鉄、大阪市営地下鉄御堂筋線（大阪市営地下鉄）開業。
梅田（北区）～心斎橋間（中央区、延長．㎞）開通（年着工）。

年代後半　第二次世界大戦が始まる。防空法（年公布）により、地下鉄駅の避
難施設としての活用は許可されなかった。

年　　　　浅草線の都市計画が馬込東～押上駅として認可。戦後の東京の地下鉄建
設は帝都高速度交通営団（現東京メトロ）が担っていたが、浅草線は東
京都が建設を手がけることとなった。同線と私鉄との相互乗り入れも計
画された。浅草線は㎜軌間・架空線式を採用。㎜軌間の京成線
は乗り入れを見越して全線で改軌した。
名古屋市で公営地下鉄東山線開業。名古屋～栄町間（中村区、延長．
㎞）開通。

年　　　　東京都交通局が地下鉄事業を開始。浅草線として浅草橋（東京都台東区）
～押上間（同墨田区、延長．㎞）開業。初の私鉄・地下鉄の乗り入れ
となる京成電鉄と相互直通運転開始。

年　　　　日本で初めて複線シールドトンネルを採用した大阪市営地下鉄中央線谷
町四丁目～森ノ宮間（中央区、延長．㎞）が開通。

年　　　　公営地下鉄総延長㎞突破。
年　　　　札幌市で公営地下鉄南北線開業。北条（北区）～真駒内間（南区、延

長．㎞）開通。
年　　　　横浜市で公営地下鉄１号線（ブルーライン）開業。伊勢佐木長者町（中

区）～上大岡間（港南区、延長．㎞）開通。
年　　　　神戸市で公営地下鉄西神・山手線開業。名谷（須磨区）～新長田間（長

田区、延長．㎞）開通。
公営地下鉄総延長㎞突破。

年　　　　京都市初の公営地下鉄・烏山線が開業。北大路（北区）～京都間（下京
区、延長．㎞開通。
福岡市初の公営地下鉄・空港線開業。室見（早良区）～天神間（中央区、
延長．㎞）開業。

年　　　　主に山岳トンネルで採用されているＮＡＴＭが日本の地下鉄駅部で初め
て導入される（横浜市交通局三ツ沢下町駅・三ツ沢上町駅〈神奈川区〉）

年　　　　公営地下鉄総延長㎞突破。
年　　　　仙台市初の公営地下鉄・南北線が開業。八乙女（泉区）～富沢間（太白

区、延長．㎞）開通。
年　　　　公営地下鉄総延長㎞突破。

都営大江戸線国立競技場～都庁前間（東京都新宿区、延長．㎞）開通。
同区間内の六本木駅（東京都港区）１番線ホームは国内の地下鉄で最も
深い地下．ｍに位置する。

年　　　　営団地下鉄解散、東京地下鉄（東京メトロ）設立。
年　　　　公営地下鉄総延長㎞突破。
年　　　　大阪市交通局が民営化。大阪市高速電気軌道（大阪メトロ）が地下鉄事

業を継承。

　年月、浅草線の浅草橋～押上間（東
京都台東区～墨田区）が開業した。大河川・
隅田川の横断を伴う難工事だった。横断部は
ケーソン工法を採用している。押上で京成線
と乗り入れ、日本で初めて地下鉄と郊外私鉄
間の相互直通運転を実現した。４路線、営業
線総延長．㎞。三カ年計画「東京都交通
局経営計画」（～年度）では、浅
草線のホームドア整備完了（都営地下鉄全駅
整備完了）などを目標に掲げている。

　年月、東山線の一部区間が開通。東
京、大阪に次ぐ日本３番目の地下鉄として誕
生した。東山線池下～覚王山間（千種区）は
住宅の多い丘陵地のため、日本初の円形シー
ルド工法でトンネル掘削が行われた。年
に名城線名古屋大学～新瑞橋間（千種区～瑞
穂区）が開通し、地下鉄として初の環状運転
となった。６路線、営業線総延長．㎞。本
年度に計画期間が終了する「名古屋市営交通
事業経営計画」（～年度）では、本
年度に１日あたり万人の乗車人員を目指
している。

　（年に民営化。大阪市高速電気軌道
〈大阪メトロ〉に鉄軌道事業継承）

　年５月、日本で初めての公営地下鉄と
して開通した（地下鉄としては２番目）。昭
和年代（年～）を中心に建設が進んだ。
日本の地下鉄で唯一、路面電車と同じ「軌道
法」で運営されているため、地下鉄と道路工
事を同時に整備する箇所が多く見られる。
年に開通した鶴見緑地線（現長堀鶴見緑地
線）で日本初のリニアモーター駆動の地下鉄
となった。８路線、営業線総延長．㎞。

　年に廃止された路面電車・神戸市電に
代わる交通手段として、年３月開業。市
の中心部と郊外を結ぶ西神・山手線と三宮か
ら新長田（中央区～長田区）を海沿いに結ぶ
海岸線の２路線で構成される。どちらもＪＲ
・私鉄各線と密接に結ばれている。営業線総
延長．㎞。「神戸市営交通事業　経営計画
」（～年度）で、神戸市の「リノ
ベーション・神戸」（都市ブランドの向上と
人口誘引につなげるプロジェクト）と連携し
た新しい価値の提供などを進める。

　年４月までに全廃した路面電車とトロ
リーバスに代わり、年月開業。年
ＦＩＦＡワールドカップ決勝戦が横浜で開催
されるのに合わせ、地下鉄で初めて、駅ナン
バリングを実施した。最初に開業した吉野町
～伊勢佐木長者町（南区～中区）は難工事で、
新吉野川の埋め立ての掘削に工期の半分以上
費やした。２路線、営業線総延長．４㎞。
「市営交通中期経営計画～」（～
年度）では、リモート改札などデジタル技
術の積極的活用を検討し、設備や業務の効率
化を図る。

　札幌五輪開催に合わせ、開催前年の年
月に開業した。日本で初めてゴムタイヤを
使用した地下鉄で、起伏の激しい地形でも走
行可能。加速・減速性能にも優れる。地上高
架部分は全面シェルターで覆うことで積雪対
策と騒音防止している。３路線、営業線延長
．㎞。「札幌市交通事業経営計画」（
～年度）では、案内表示などの多言語化や
色覚の個人差を解消するＣＵＤ（カラーユニ
バーサルデザイン）を採用し、視認性向上な
どを図っていく。

　年７月開業。南北線と東西線の２路線
で構成される。ホームは全て直線、運転席の
位置も客席から見て進行方向右側になってい
るなどワンマン運転に適した構造になってい
る。発車から停車までを自動で行うＡＴＯ
（自動列車運転装置）システムを世界で初め
て採用した。営業総延長．㎞。年に
「東西線沿線まちづくりプラン」、年に
「南北線沿線まちづくりプラン」を策定し、
地下鉄沿線で、多様な主体が連携しながら地
域の特性や資源を生かしたまちづくりを進め
ていく。

　年７月に開業。九州唯一の公営地下鉄。
開業当時は福岡市にとって初めての交通事業
だった。年の空港線福岡空港駅（博多区）
の開通で地下鉄としては日本で初めての空港
乗り入れを実現した。地下鉄駅があるのは現
在も日本唯一。３路線、営業線総延長．㎞。
「福岡市地下鉄経営戦略」（～年度）
で、施設・車両などの計画的な更新を実施す
る。今年３月に開業した七隈線の新駅・櫛田
神社前駅では、駅直結ビルの再開発に合わせ
駅のにぎわい創出の取り組みが実施される。

　年５月開業。京都は日本の都として
年以上栄えてきたため、工事に先立って遺
跡調査が進められた。京都市内を十字に結ぶ
烏丸線、東西線の２路線で構成される。営業
線総延長．㎞。可動式ホームドア全駅設置
に向け、烏丸線編成のうち更新時期を迎え
る９編成を、ホームドア設置に不可欠な自動
列車運転装置（ＡＴＯ）を搭載した新型車両
へと順次更新する。

５駅に可動式ホーム柵／脱線防止ガード付き枕木増設も
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　鉄道の日
東武鉄道　連立事業、駅舎リニューアルを推進

西武鉄道　地下化と高架化で次世代の新宿線へ京成電鉄　災害に備え鉄道施設を強靱化

京王電鉄　笹塚～仙川駅間の連立事業を継続小田急電鉄　鶴川駅、藤沢駅の橋上駅舎化工事に着手

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　１０月１３日　（金曜日）

　小田急電鉄は年度、「安全対策の強化」と「サー
ビスの向上」を重点とした総額億円の鉄道事業設備
投資を行う。
　安全対策の強化では、鉄道駅バリアフリー料金制度を
活用し、町田駅全ホームと本厚木駅３・４番ホームに特
急車両に対応した大開口のホームドアを設置する。本年
度中の使用開始を計画している。
　豪徳寺、千歳船橋、喜多見などの駅ではホームドア設
置に向けた準備に着手する。年度までに新宿～本厚
木駅間の全駅、中央林間、大和、藤沢の各駅に設置する
計画。
　大規模地震など自然災害への備えとして、町田～相模
大野駅間の「ＪＲ横浜線跨線橋」と「境川橋梁」、相模
大野～東林間駅間の「小田原線跨線橋」で橋脚の耐震補
強工事を行う。
　新松田～開成駅間の「酒匂川橋梁」では、劣化した塗
膜を塗り替えることで腐食を防止し、構造物の延命化を
図る。
　東口改札口の新設、トイレ改修などを実施済みの中央
林間駅では本年度、ホーム改良工事に取り組み、年度
の駅舎改良工事の全体竣工を目指す。
　また鶴川駅、藤沢駅では関係自治体と橋上駅舎化に向

けた協定を締結し、工事に着手する予定。
　そのほか車内での犯罪抑止、事件の早期解決を目的に、
通勤車両と特急車両への防犯カメラの設置を急ぐ。本年
度は通勤車両編成、特急車両６編成への設置を予定し
ており、年度の設置工事完了を目指す。

改良後の鶴川駅のイメージ

　京王電鉄は、駅・車両の安全対策、連続立体交差事業、
自然災害対策、リニューアル、バリアフリー化、ＤＸ活
用などに対し、総額億円の設備投資を行う。
　安全対策では、年に走行中の車内で発生した傷害
事件を受け、リアルタイム伝送機能を搭載した車内防犯
カメラの全車両の導入を本年度に完了する。同機能の
ホーム上防犯カメラも本年度に全駅に設置する。
　ホームからの転落やホーム上での列車との接触事故を
未然に防止するホームドアを、本年度は笹塚駅、神仙駅
などに設置する。ホームドアの設置とあわせてホームと
車両の隙間の縮小対策を進める。
　笹塚～仙川駅で実施中の連続立体交差事業関連では、
引き続き用地取得や仮線準備工・高架橋の構築を進める。
本事業が完了すると両駅間の約．㎞が高架化され、
カ所の踏切が廃止される。これにより、道路・鉄道の安
全性が向上するとともに、交通渋滞の解消、鉄道で分断
されていた地域の一体化が図られる。
　自然災害対策では、大規模地震に備え、高架橋や盛土
区間、トンネル部（新宿駅～笹塚駅）などの耐震補強工
事、コンクリート製電力柱の鋼管製電力柱への更新工事
を継続する。
　駅施設のリニューアルでは、新宿駅新線口改札内エレ

ベーターの老朽化に伴う更新工事のほか、下北沢駅の
ホーム上家の改修、府中競馬正門前駅・神仙駅・南大沢
駅で旅客トイレのリニューアル工事を実施する。
　未来を見据えた事業運営体制を強固にするため、土木
構造物や電気設備の維持管理業務のデジタル化、車両機
器情報を活用した故障時の復旧時間短縮に向けた取り組
みなど、ＤＸを活用した業務の省力化を進める。

一部完成した高架橋躯体（明大前駅付近）

　西武鉄道は年度、安全追求、魅力向上などの分野
に総額億円の鉄道事業設備投資を行う。
　駅の安全性向上では、池袋駅１番・７番・特急ホーム、
中村橋駅、富士見台駅、練馬高野台駅、石神井公園駅、
東村山駅、新所沢駅の８駅番線でホームドア整備に着
手。花小金井駅、小平駅の２駅６番線で整備に向けた検
討を進める。
　バリアフリー化事業は、１日あたりの利用者が人
以上の駅で段差解消などを完了しているが、人未満
の駅でもバリアフリー化を進める。本年度は吾野駅でス
ロープ設置とホーム上の内方線付点状ブロックを整備す
る。老朽化したエレベーター・エスカレーターの更新も
加速させ、本年度はエレベーター３台、エスカレーター
台を更新する。
　新宿線では、中井～野方駅間、東村山駅付近の連続立
体交差事業が進行中。中井～野方駅間は地下化により、
７カ所の踏切を除却する。本年度は引き続き、駅部・一
般部の仮設工事、駅部の掘削工事を行う。東村山付近は
高架化により、５カ所の踏切を除却する。本年度は新宿
線・西武園線の駅部・一般部の高架橋構築工事、新宿線
の架線路切替工事を行う。井荻～西武柳沢駅間、野方～

井荻駅間では連続立体交差事業の早期事業化に向け、事
業主体の東京都や地元自治体と協議を進める。
　そのほか、西武新宿駅からつながる新宿サブナードと
メトロプロムナードを結ぶ新しい地下通路の整備に向け
た具体的な検討や関係者との協議を行う。

施工中の連続立体交差事業区間

法面補強工事イメージ（宗吾参道駅～公津の杜駅間　
年度実施）

　京成電鉄は年度、鉄道施設の強靱化、異常時の対
応力強化、施設更新などに総額億円の鉄道事業設備
投資を実施する。
　安全対策では、駅ホームからの転落や列車との接触に
よる事故を防止するため、東京都交通局と共同で進めて
いる押上駅のホームドア設置工事を本年度中に完了す
る。
　船橋競馬場駅などでは、老朽化している駅ホームの改
修工事を行う。
　押上線四ツ木～青砥駅間で行っている連続立体交差事
業では、仮下り線工事を進める。本事業が完了すると、
平和橋通りなどの沿線にあるカ所の踏切が廃止され、
道路・鉄道の安全性向上、踏切による交通渋滞の解消、
違い地の一体化などが期待される。
　沿線地域防災の取り組みでは、国の荒川下流特定構造
物改築事業として京成本線荒川橋梁架替工事を引き続き
推進する。
　大規模地震対策として、市川真間駅の駅舎、京成八幡
駅のホーム上家、千葉寺～ちはら台駅間の高架橋柱など
の耐震補強工事を実施。市川真間駅では耐震補強工事に
加え、本年度からリニューアル工事に着手する。青砥駅、

八千代台駅ライナー待合室、志津駅と京成酒々井駅トイ
レ路のリニューアルも実施する。
　勝田台南口でのエレベーター設置工事、新千葉駅での
エレベーター、スロープ、バリアフリートイレの整備に
も取り組む。
　集中豪雨対策としては、谷津～京成津田沼駅間の法面
補強工事を行う。

七里駅橋上駅舎完成イメージ

　東武鉄道は年度、安全・安心の所族的な提供、さ
らなるサービスの向上など鉄道事業で総額億円の設
備投資を行う。
　東京スカイツリーラインのとうきょうスカイツリー～
曳舟駅間の連続立体交差化工事は、年度に上り線の高
架化工事が完了し高架化区間の供用を開始。年度は下
り線高架化工事を行う。東京スカイツリーライン・東武
アーバンパークラインの一ノ割～北春日部駅間、八木崎
～藤の牛島駅間の連続立体交差化工事は、年度に春日
部駅東口仮駅舎の工事が終わり供用を開始。年度は東
武スカイツリーライン上り仮線工事を進める。
　東武アーバンパークラインの清水公園～梅郷駅間の連
続立体交差化事業は、引き続き野田市駅部の高架化工事
を進め、本年度中の新駅舎の供用開始、２面４線化を目
指す。東武スカイツリーラインの西新井から谷塚駅間の
連続立体交差化工事は、本年度の事業完了を目指し、引
き続き引上げ線高架橋工事や側道の復旧、高架下整備を
行う。
　東京都と年度に施行協定を締結した下板橋～中板橋
駅間の連続立体交差化工事については、工事着手に向け
た設計業務、準備工事に取り組む。
　そのほか東武スカイツリーラインでは、小菅～五反野

駅間と竹ノ塚～北越谷駅間の高架橋耐震補強、北千住駅
構内、小菅～五反野駅間の法面補強、北春日部駅駅舎の
リニューアルを実施。東武アーバンパークラインでは船
橋～新船橋駅間の高架橋耐震補強、新柏駅駅舎のリニ
ューアルを行い、駅舎橋上化を推進している七里駅は本
年度内に供用を開始する予定。

計画内容は報道発表時／写真・図版は各社公表資料から
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首都圏民鉄各社の
設備投資計画



　鉄道の日
東急電鉄　鉄道インフラを適切に維持・更新

東京メトロ　自然災害対策を加速、延伸工事への対応も相鉄グループ　ホームドア設置、駅舎リニューアルに積極投資

京浜急行電鉄　泉岳寺～新馬場駅間を高架化、品川駅は地平化へ

まちの核となる鉄道関連施設
安井建築設計事務所 大建設計 ＪＲ東日本建築設計

（１１） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１０月１３日　（金曜日）
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　京浜急行電鉄は年度、品川駅付近や大師線の連続
立体交差事業、自然災害対策、ホームドア設置工事、駅
改良工事、将来の成長に向けた事業などに総額億円
の設備投資を実施する。
　品川駅付近の連続立体交差事業は、泉岳寺～新馬場駅
間を高架化し、交通渋滞の要因となっている品川第１踏
切をはじめとする３カ所の踏切道を除却する。あわせて

品川駅の地平化と２面４線化を図り、利便性、安全性の
高い駅に再編する。大師線の連続立体交差事業は、すで
に地下に切り替えた東門前駅付近～小島新田駅付近の地
上部整備工事や大師橋駅、小島新田駅の駅舎工事を行う。
　自然災害対策では、神奈川駅付近の石積擁壁や日ノ出
町駅付近と南太田駅付近の架道橋橋脚の耐震補強工事、
上大岡～屏風浦駅間、六浦～神武寺駅間の法面防護工事
などを進める。
　ホームドアは、年度・年度に青物横丁、梅屋敷、
六郷土手、八丁畷、生麦、弘明寺、杉田、金沢文庫、金
沢八景の９駅で設置工事を実施する。
　神奈川新町駅では、大規模改良工事に着手。エレベー
ターやエスカレーターの新設と併せ道路との接続歩道橋
なども整備し、駅周辺との一体的な移動円滑化を図る。
また、花月総持寺駅の耐震補強工事、黄金町駅のホーム
上家延伸、汐入駅のトイレリニューアルなどを行う。
　将来に成長に向けた事業では、国土交通省と協力し羽
田空港第１・第２ターミナル駅引上線の新設・駅改良工
事を実施。泉岳寺駅では、駅周辺地域の開発による交流
人口の飛躍的な増加が見込まれるのを受け、ホーム拡幅、
コンコース拡張、昇降施設の設置など、機能強化を図る。

　東急電鉄は年度、鉄道インフラを適切に維持・更
新するための安全投資を中心に総額億円の設備投資
を行う。
　自然災害対策では、大雨時の土砂災害対策として田園
都市線鷺沼駅付近、すずかけ台～南町田グランベリー
パーク駅間で法面補強工事を実施する。東横線・田園都
市線の電気設備については昨年度に続き、安全運行を維
持するため浸水対策を行う。大規模地震に備えた減災、
災害時の復旧性向上のため、田園都市線用賀～二子玉川
駅間の擁壁や高架橋柱の耐震補強工事に着手する。
　ホームドアやセンサー付固定式ホーム柵は、こどもの
国線と世田谷線を除く東急全線に設置済み。線路転落件
数は年度の件から年度は７件まで大幅に減少し
た。本年度は、池上線五反田駅でセンサー付固定式ホー
ム柵からホームドアへ設備を更新する。
　脱炭素化など環境対応では、駅構内照明のＬＥＤ化に
加え、木材を活用した駅改良プロジェクト「木になるリ
ニューアル」を推進。リニューアル済みの戸越銀座駅、
旗の台駅、長原駅に続く新たな駅での実施に向けて検討
を深度化させる。
　計画中の大井町線戸越公園駅付近の連続立体交差事業

については、具体的な調査や設計を進める。
　田園都市線地下区間５駅（池尻大橋、三軒茶屋、駒澤
大学、桜新町、用賀）のリニューアルプロジェクトでは、
年度に着工し年度夏の竣工が予定される駒澤大学駅
に続き、５月に第２弾となる桜新町駅のリニューアル工
事が始まった。人々の暮らしや商店街の活気に寄り添う
桜並木のような空間デザインとしている。竣工は年夏
の予定。

年月に「木になるリニューアル」が竣工した長原駅

　相鉄グループは、年度の鉄道事業で億円の設
備投資を実施する。安全・輸送を確保するため全駅への
ホームドア設置に向けた整備工事を進めており、年
度までに駅で設置が完了。本年度はいずみ中央、ゆめ
が丘、星川、天王町、西横浜、平沼橋、上星川、和田町
の８駅に順次設置する計画。これにより海老名駅を除く
全駅に設置されることとなる。
　本線鶴ケ峰駅付近では、踏切事故と交通渋滞の解消や
地域の一体化を目的に、鶴ケ峰駅を含めた上下線約．
㎞を地下化により横浜市の都市計画事業として立体交差
化する。年月に着工しており、本年度は本工事に向
けた準備工事を進める。
　海老名駅では鉄道駅総合改善事業を活用し、北口改札、
中央改札２階部分の増設、生活支援施設の整備を実施す
るとともに、駅舎を建て替える。本年度は新駅舎の鉄骨
製作と架設を実施する。
　ゆめが丘駅では駅周辺の開発に合わせ、駅舎をリニ
ューアルする。隣接する商業施設側に新しい改札を設置
するほか、相鉄グループが展開する「デザインブランド
アッププロジェクト」のコンセプトに基づき、コンコー
スやホームのデザインを統一する。

　３月日に開業した相鉄・東急直通線用「系」
（東急線内は目黒線直通用）を本年度は２編成両を導
入する予定で、これにより全９編成の導入が完了する。

ゆめが丘駅新改札完成イメージ

延伸が計画されている有楽町線と
南北線

　東京メトロは年度の設備投資予算として億円を計上している。内
訳は、自然災害対策億円、安全対策億円、輸送改善億円、旅客サー
ビス億円、都市生活創業事業億円、経営効率化億円、環境対策その
他億円、新線建設億円。
　このうち自然災害対策では、駅出入口や坑口などへの浸水対策、防水ゲー
トの遠隔操作化を進めるほか、停電時に停止した列車を最寄り駅まで走行可
能とする非常用走行バッテリーの丸ノ内線新型車両への整備を完了する。ま
た大地震などの発生で万が一脱線した場合でも、速やかに列車を自動で停止
できる脱線検知装置について丸ノ内、南北線車両への導入を推進する。
　安全向上策として日比谷線、東西線、半蔵門線でのホームドアの設置工事
を進める。
　輸送サービスの改善策では、東西線の飯田橋～九段下駅間の折り返し設備
工事、南砂町駅の大規模改良工事、銀座線の浅草駅構内の折り返し設備工事
などを推進する。千代田線の北千住～町屋駅間シールドトンネルでは補強工
事を行い、トンネルの長寿命化を図る。
　新線建設関連では、有楽町線延伸（豊洲・住吉間）および南北線延伸（品
川・白金高輪間）の工事着手に向けた取り組みを進める。
　不動産事業では、大手不動産デベロッパーや他鉄道会社などと連携し、新
宿駅西口地区開発、明治神宮駅前の神宮前六丁目再開発、池袋駅の池袋二丁
目用地開発など拠点となるターミナル駅の再整備を通し、都市の新たな価値
を創出する。

ＪＲ九州社員研修センター
人・技・想いを未来へつなぐ原点としての研修センター

東京メトロ丸ノ内線四ツ谷駅
外濠の歴史・風致を継承し、「未来への架け橋」となるヘリテージ

ＪＲ幕張豊砂駅
ゆったりとした時間が流れる新しい駅

　ＪＲ幕張豊砂駅は土木・建
築を一体的に設計したＪＲ京
葉線の新駅である。既存の高
架橋に起因する空頭の低さや
段違いのホーム構成など特殊
な与条件の中でも、空間構成
やサインによって自然な流動
を引き出し、風や光、緑を取
り込むことで、電車待ちの時
間を穏やかに過ごせるような
県産木材を使った居場所を用
意した。駅としての機能に加
えて、子供からお年寄りまで
あらゆる人が使いやすく、人
にも環境にもやさしい駅を目
指した。

■建築主：ＪＲ東日本千葉支社■所在地：千葉市美浜区
■構造：Ｓ造■階数：地上１階（駅舎）■延床面積：約
㎡■施工：鉄建建設■竣工：年５月

写真提供／ＪＲ東日本建築設計

■建築主：東京メトロ■所在地：
東京都新宿区■構造：ＲＣ一部Ｓ
造■階数：地上４階■延床面積：
，㎡■施工：鉄建建設■竣工
：年４月

写真提供／大建設計

　（昭和）年竣工の丸ノ内線四ツ谷駅の全面改修。当駅は真田濠に位
置する橋上駅舎である。建替は困難なため建築・土木の既存躯体を活かし、
更新を居ながら工事で実現した。「未来への架け橋」を目指し、バリアフリー
化や上家延伸、ソーラー設置等、利用者や環境配慮の新要素を付加すると共
に、四谷見附の石垣をモチーフに歴史・風致を内装緑化・膜天井で可視化、
上家の壁は桜や土木遺産へ視界を導き取り込む、地域に根差す計画とした。

■建築主：ＪＲ九州■所在
地：北九州市門司区■設計
：安井・ＪＲ九州コンサル
タンツＪＶ■構造：ＲＣ造
■階数：地上２階（研修
棟）、地上４階（生活棟）
■延床面積：，㎡■施
工／五洋建設■竣工：
年３月

撮影／ＩＴＰ

　社員研修センターが培ってきた歴史や伝統、鉄道のプロとしての技術を未
来へつなぐ施設を目指し、学び挑戦する人づくりの場としてふさわしい教育
環境の創出を目指した。建物の内外装および外構に、高架化に伴い解体され
た九州の鉄道の歴史を物語る「折尾駅」の年前の古レンガ・古レールを
再利用し、歴史・伝統をつないでいく志を表現している。また持続可能な教
育環境を目指し、環境配慮型の建物としてＪＲ九州初のZEB Ready認証を
取得した。



　鉄道の日

富山大学・特別研究教授　中川　大氏

（１２）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　１０月１３日　（金曜日）

富山ライトレール

ＪＲ城端線（中川氏提供）

発
想
転
換
し
経
営
改
善

地方の不採算鉄道を再生

　（なかがわ・だい）年京都大院修了、
建設省（現国土交通省）入り。年京都大
助手、年京都大院研究科教授などを経
て、年４月富山大副学長・理工学部研究
部（工学）教授。年月京都大工学博士
号取得。富山県地域交通政策監。専門は土
木計画学・交通工学。富山県出身、歳。

Interview

　


ロ

カ
ル
鉄
道
の
現
状
を
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か


　
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
を
き

か

け
に

鉄
道
存
廃
の
議
論
を
加
速
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
の
は
わ
が
国
く
ら
い
で
す

諸
外
国

で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
に
お
い
て
も

鉄
道
重
視
の

計
画
が
相
次
ぎ
打
ち
出
さ
れ
る
な
ど

今
後
を

鉄
道
の
時
代
だ
と
考
え
る
方
が
主
流
に
な

て

い
ま
す

わ
が
国
だ
け
が
特
殊
な
状
況
と
い
え

ま
す

根
本
か
ら
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
地
方
ロ


カ
ル
鉄
道
の
問
題
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
﹂

　
﹁
Ｊ
Ｒ
各
社
は
近
年

地
方
に
多
い
赤
字
ロ


カ
ル
線
を
切
り
離
し
た
い
と
の
意
向
を
強
め

て
い
ま
す

地
方
に
お
い
て
は
許
容
で
き
な
い

と
し
て

多
く
が
反
対
の
姿
勢
を
示
し
て
い
ま

す
が

反
対
す
る
だ
け
で
は
展
望
は
開
け
ま
せ

ん

Ｊ
Ｒ
ロ

カ
ル
線
は
運
行
本
数
が
少
な
く

利
用
し
に
く
い
路
線
が
多
い
の
で
す
が

現
状

の
ま
ま
で
は
運
行
本
数
の
増
加
は
見
込
め
ず


そ
の
ま
ま
存
続
し
た
と
し
て
も
地
域
に
と

て

有
効
な
路
線
と
し
て
生
か
す
こ
と
に
は
な
り
ま

せ
ん

地
域
の
た
め
の
路
線
は
地
域
が
責
任
を

も

て
運
営
す
る
の
が
基
本
だ
と
考
え
る
べ
き

で
す

こ
れ
ま
で
の
発
想
を
転
換
し
て

Ｊ
Ｒ

か
ら
分
離
し
て
地
元
行
政
が
責
任
を
持
つ
路
線

と
し
て
再
出
発
さ
せ
る
の
が
良
い
と
考
え
て
い

ま
す

富
山
県
で
は

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
氷
見
線

や
城
端
線
の
引
き
受
け
に
前
向
き
の
方
針
を
示

し
て
い
ま
す

地
元
の
第
三
セ
ク
タ

が
運
営

す
る
こ
と
で

現
行
よ
り
も
乗
客
の
利
便
性
を

高
め
ら
れ
る
で
し

う

民
間
事
業
者
と
は
違


て
採
算
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん

地
域
の

た
め
に
役
立
つ
路
線
に
変
わ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で

大
き
な
成
果
だ
と
い
え
ま
す
し

便
利
に
な


て
乗
客
が
増
え
る
な
ど

経
営
の
改
善
が
見
込

ま
れ
ま
す

受
け
入
れ
に
向
け
た
本
格
的
な
議

論
が
始
ま

た
と
こ
ろ
で
す

赤
字
ロ

カ
ル

線
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
発
想
で
は
な

く

地
域
再
生
の
き

か
け
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
﹂

　


富
山
県
で
は
ど
の
よ
う
な
検
討
が
進
ん

で
い
ま
す
か


　
﹁
氷
見
線

城
端
線
は

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
本

社
︵
大
阪
市
︶
か
ら
見
る
と
遠
く
離
れ
た
ロ


カ
ル
線
で
す
が

富
山
県
に
お
い
て
は
重
要
な

幹
線
鉄
道
で
す

赤
字
ロ

カ
ル
線
と
聞
く
と

ガ
ラ
ガ
ラ
で
運
行
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が

実
際
に
は
朝
夕
は
超
満
員
で
大
都
市

並
み
に
混
ん
で
い
ま
す

昼
間
の
利
用
が
少
な

い
の
は

運
行
し
て
い
る
列
車
が
少
な
い
か
ら

で
す

つ
ま
り

一
日
を
通
じ
て
現
状
よ
り
も

乗
客
が
増
加
す
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状

態
に
置
か
れ
て
い
ま
す

沿
線
地
域
や
利
用
者

に
と

て
不
幸
で
す
し

せ

か
く
の
設
備
が

あ
り
な
が
ら
使
え
な
い
と
い
う
の
は

宝
の
持

ち
腐
れ
と
い
え
ま
す

氷
見
線
と
城
端
線
は
地

元
に
移
管
さ
れ
れ
ば

利
便
性
は
現
在
よ
り
も

大
き
く
改
善
さ
れ
ま
す
﹂

　
﹁
富
山
県
で
は
既
に

Ｊ
Ｒ
線
だ

た
富
山

港
線
を
ラ
イ
ト
レ

ル
化
し

富
山
地
方
鉄
道

の
市
内
電
車
と
南
北
接
続
し
て

利
用
者
の
利

便
性
が
大
幅
に
向
上
し
た
成
功
事
例
が
あ
り
ま

す

車
両
も
刷
新
さ
れ
ま
し
た

富
山
港
線
時

代
よ
り
も
運
行
本
数
は
３
倍
に
増
え

パ
タ


ン
ダ
イ
ヤ
化
も
実
現
し
ま
し
た

ま
た

北
陸

新
幹
線
︵
長
野
・
金
沢
間
︶
の
開
業
に
伴

て

Ｊ
Ｒ
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
た
並
行
在
来
線
も


第
三
セ
ク
タ

﹃
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
﹄
と

し
て
再
ス
タ

ト
し
た
後
に

運
行
本
数
の
増

加
や
新
駅
設
置
な
ど
で
利
便
性
が
向
上
し

利

用
者
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
﹂

　
﹁
民
間
事
業
者
の
発
想
で
は

運
行
本
数
を

２
倍
に
し
た
ら
そ
の
経
費
に
見
合
う
収
入
増
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す

行
政
が
運
行
主
体
で
す

と

重
要
な
の
は
収
入
で
は
な
く

住
民
の
満

足
度
・
幸
福
度
が
上
が
る
か
ど
う
か
と
な
り
ま

す

民
間
事
業
者
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す

氷
見
線

な
ど
は
現
在

最
大
で

分
の
間
隔
が
あ
り
ま

す
こ
の
よ
う
な
不
便
の
解
消
が
重
要
で
す
し


そ
の
結
果
と
し
て
乗
客
増
に
つ
な
が
れ
ば
よ
い

と
考
え
て
い
ま
す

み
ん
な
が
使
え
る
よ
う
な

鉄
道
に
す
る
こ
と
が
ま
ず
大
切
で
す
﹂

　


地
方
ロ

カ
ル
線
は
﹃
お
荷
物
﹄
と
い

わ
れ
て
き
ま
し
た


　
﹁
鉄
道
を
評
価
す
る
基
準
が
﹃
採
算
﹄
で
あ

れ
ば

国
全
体
の
ネ

ト
ワ

ク
の
中
で
は
お

荷
物
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
し
か
し
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
と

て
は
骨
格
路
線
で
あ
り


地
元
に
と

て
は
重
要
な
路
線
で
す

わ
が
国

の
現
在
の
鉄
道
政
策
の
下
で
は
地
方
の
ロ

カ

ル
線
を
１
本
増
発
す
る
よ
り
も

大
都
市
で
１

本
増
発
す
る
方
が
会
社
全
体
で
の
収
益
ア

プ

に
つ
な
が
り
ま
す

内
部
補
助
と
い
う
鉄
道
事

業
の
内
部
だ
け
の
鉄
道
政
策
に
な

て
い
る
こ

と
が
不
採
算
路
線
を
切
り
捨
て
る
発
想
が
生
ま

れ
る
原
因
と
な

て
い
ま
す

地
域
の
公
共
交

通
は
行
政
が
関
与
す
る
こ
と
で

採
算
が
最
優

先
で
な
く
な
り

ウ

ル
ビ

イ
ン
グ
つ
ま
り

便
利
さ
や
住
民
の
幸
福
度
を
追
求
す
る
﹃
地
域

の
足
﹄
に
な
り
ま
す
﹂

　
﹁
Ｊ
Ｒ
は
地
方
路
線
の
赤
字
に
苦
し
ん
で
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す

将
来
に
お
け
る
赤
字
の

現
在
価
値
に
あ
た
る
程
度
の
金
額
を
拠
出
し
て

地
方
に
移
管
す
る
こ
と
は

Ｊ
Ｒ
に
と

て
も

合
理
的
で
す

各
地
方
に
は

地
域
に
根
ざ
し

た
独
立
系
の
中
小
民
鉄
や
第
三
セ
ク
タ

な
ど

も
鉄
道
経
営
を
展
開
し
て
い
る
の
で

そ
の
運

行
方
法
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
せ
ば

地
域
に
役

立
つ
鉄
道
と
し
て
再
生
で
き
ま
す

現
行
の
Ｊ

Ｒ
の
経
営
に
は

そ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
規
則
な
ど
も
あ
り

コ
ス
ト
水
準
が
高

い
傾
向
に
あ
り
ま
す

既
存
の
地
元
民
鉄
の
技

術
や
知
見
を
活
用
し
て

地
域
に
見
合

た
コ

ス
ト
で
運
行
す
る
こ
と
で

経
営
状
態
は
改
善

し
ま
す

運
行
本
数
も
増
や
せ
る
の
で

地
元

住
民
の
利
便
性
は
高
ま
り
ま
す

た
だ

地
方

鉄
道
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

た
人
材
は
実
際

に
は
少
な
く

技
術
水
準
の
維
持
と
い
う
課
題

も
あ
り
ま
す

国
︵
国
土
交
通
省
︶
に
は
人
材

の
育
成
や

地
方
鉄
道
に
見
合

た
統
一
基
準

の
整
備
な
ど
地
方
の
鉄
道
技
術
を
支
え
る
仕
組

み
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

　


国
交
省
の
有
識
者
会
議
﹃
鉄
道
事
業
者

と
地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域
モ
ビ
リ
テ

の
刷

新
に
関
す
る
検
討
会
﹄
が
２
０
２
２
年
７
月
に

出
し
た
提
言
で

輸
送
密
度
の
低
い
地
方
ロ


カ
ル
線
の
将
来
に
つ
い
て

自
治
体
と
の
協
議

を
求
め
て
い
ま
す


　
﹁
着
地
点
が
見
え
な
い
ま
ま
と
り
あ
え
ず
テ


ブ
ル
に
着
い
て
下
さ
い
と
い

て
い
る
と
い

う
の
が
率
直
な
感
想
だ
で
す

強
引
に
廃
止
に

向
か
う
よ
う
に
な

て
は
地
域
に
と

て
プ
ラ

ス
に
は
な
り
ま
せ
ん
し

逆
に
政
治
力
な
ど
で

存
続
を
決
め
た
と
し
て
も

一
日
に
数
本
し
か

運
行
さ
れ
な
い
ダ
イ
ヤ
で
は
地
域
の
た
め
に
な

る
と
は
言
え
ま
せ
ん

既
存
の
鉄
道
施
設
を
有

効
利
用
す
る
方
法
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で

す
﹂

　
﹁
不
採
算
路
線
を
Ｂ
Ｒ
Ｔ
︵
バ
ス
高
速
輸
送

シ
ス
テ
ム
︶
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
い
う
議
論
も

あ
る
よ
う
で
す

わ
が
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る

の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
災
害
に
よ

て
運
休
し

復
旧
に

多
額
の
資
金
が
必
要
な
た
め
に
選
択
さ
れ
た
路

線
で

使
用
で
き
る
線
路
を
わ
ざ
わ
ざ
撤
去
し

て
走
ら
せ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂

　
﹁
廃
線
の
可
能
性
と
い
う
後
ろ
向
き
の
議
論

は
そ
の
路
線
と
沿
線
の
将
来
性
に
も
影
響
し
ま

す

廃
線
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
れ
ば
沿

線
の
高
校
は

生
徒
が
集
ま
り
に
く
く
な
り
ま

す
し

駅
の
周
辺
に
店
舗
や
住
宅
を
建
て
よ
う

と
い
う
人
も
減
り
ま
す

運
行
本
数
が
少
な
い

ま
ま
の
地
方
ロ

カ
ル
線
で
は
地
域
に
活
力
を

も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

地
元
に
経
営

が
移
管
さ
れ

現
状
よ
り
も
本
数
が
増
え
る
な

ど
便
利
な
鉄
道
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う

前

向
き
な
Ｐ
Ｒ
が
重
要
で
す
﹂


　
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
に
入

り

特
に
地
方
部
に
お
い
て
は
ロ


カ
ル
鉄
道
が
大
量
輸
送
機
関
と
し
て

の
特
性
を
生
か
し
切
れ
な
い
状
況
に

陥

て
い
ま
す

不
採
算
路
線
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
路
線
も
多
く

一
部

で
は
代
替
交
通
へ
の
転
換
を
模
索
し

始
め
ま
し
た

ロ

カ
ル
鉄
道
の
専

門
家
で

富
山
大
学
特
別
研
究
教
授

の
中
川
大
氏
に
話
を
聞
き
ま
し
た


地元譲渡で利便性向上へ



　鉄道の日

上智大学　学長・理工学部機能創造理工学科　教授　曄道　佳明氏

（１３） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１０月１３日　（金曜日）

鉄
道
が
日
本
経
済
を
け
ん
引

　
世
界
ト

プ
ク
ラ
ス
の
安
全
性
を
誇
る
日
本
の
鉄
道

誕
生
以
来

経
済
発
展
に
大
き
く
貢

献
し

公
共
交
通
機
関
と
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

鉄
道
の
安
全
性
や
災
害
対

策
に
つ
い
て

上
智
大
学
の
曄
道
佳
明
学
長
に
機
械
力
学
の
立
場
か
ら
語

て
も
ら

た


Interview

Ｊ
Ｒ
田
町
駅
付
近
を
通
過
す
る
東
海
道
新
幹
線

「脱線防止ガード」開発に貢献

　（てるみち・よしあき）年慶應義塾大
学理工学部機械工学科卒、同大学院理工学研
究科博士前期課程機械工学専攻修了。年東
京大学生産技術研究所助手、年上智大学理
工学部機械工学科助教授、年同教授を経
て、年から現職。年４月に上智大学長に
就任し、現在に至る。専門は機械力学。広島
県出身、歳。

　


鉄
道
が
果
た
し
て
き
た
役
割

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い


　
﹁
自
動
車
の
誕
生
に
よ

て
人
間

は
身
体
能
力
を
超
え
た
速
度
で
移
動

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ト
ラ


ク
や
バ
ス
な
ど
役
割
に
応
じ
て
進

化
を
遂
げ
て
い
ま
す
が

日
本
の
経

済
発
展
に
は
鉄
道
の
﹃
大
量
輸
送
﹄

が
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た

鉄
道
が

な
い
状
態
で
首
都
圏
は
こ
こ
ま
で
成

長
し
ま
せ
ん

地
方
創
生
は

わ
が

国
の
発
展
に
重
要
な
要
素
の
一
つ
で

す
が

一
時
期
の
日
本
経
済
の
け
ん

引
役
は
都
市
の
成
長
で
あ
り
ま
し

た

鉄
道
は
大
都
市
圏
の
形
成
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す

大
都
市
同

士
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
も
鉄
道
で

文
字
通
り
日
本
の
大

動
脈
と
い
え
ま
す

日
本
の
社
会
や

文
化
を
大
き
な
単
位
で
次
の
ス
テ


プ
に
の
し
上
げ
ま
し
た

ま
た
鉄
道

は
時
間
通
り
に
目
的
地
に
到
着
す
る

﹃
定
時
性
﹄
を
有
し
て
い
ま
す

人

の
停
滞
は
経
済
の
停
滞
に
つ
な
が
り

ま
す

自
動
車
の
渋
滞
を
解
消
し


大
都
市
圏
の
周
辺
に
通
勤
圏
を
形
成

す
る
ベ

ド
タ
ウ
ン
と
い
う
発
展
は

鉄
道
な
し
に
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
﹂

　


鉄
道
の
安
全
性
を
ど
う
評
価

し
て
い
ま
す
か


　
﹁
多
く
の
人
が
日
本
の
鉄
道
は
安

全
だ
と
信
じ
て
い
ま
す

も
ち
ろ
ん

私
も
そ
う
思

て
い
ま
す

過
去
を

振
り
返
る
と
悲
惨
な
事
故
も
起
こ


て
い
ま
す
が

相
対
的
に
み
て
現
在

の
鉄
道
は
安
全

信
頼
を
実
現
し
て

い
ま
す
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が


通
勤
・
通
学
に
は
安
全
な
輸
送
手
段

し
か
選
ば
れ
ま
せ
ん

安
全
か
分
か

ら
な
い
も
の
に
毎
日
乗
る
と
い
う
発

想
は
な
い
と
思
い
ま
す

し
か
も
運

転
す
る
の
は
自
分
で
は
な
く
運
転
士

で
す

言
い
換
え
る
と
安
全
を
人
に

委
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す

シ
ス
テ

ム
に
対
す
る
信
頼
性
が
抜
群
で
な
け

れ
ば

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
鉄
道
網
は

発
展
し
て
い
な
い
で
し

う
﹂

　
﹁
授
業
で
学
生
た
ち
に
次
の
よ
う

な
質
問
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す


﹃
あ
な
た
が
家
か
ら
大
学
ま
で
電
車

を
利
用
し
て
往
復
す
る
こ
と
が
安
全

に
達
成
さ
れ
る
の
は
ど
れ
く
ら
い
の

確
率
な
の
か
﹄

あ
る
学
生
た
ち
は

﹃



％
﹄
と
答
え
ま
し
た
が

﹃

回
に
１

２
回
の
確
率
で
事
故

に
遭
う
と
思

て
乗

て
い
る
の

か
﹄
と
詳
し
く
聞
い
て
み
る
と

そ

ん
な
こ
と
は
全
く
思

て
い
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
つ
ま
り
彼
ら
は
８


９
割
と
回
答
し
て
い
ま
す
が

自
分

の
中
で
は
１
０
０
％
安
全
だ
と
認
識

し
て
い
る
の
で
し

う

こ
の
や
り

取
り
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に

私
た

ち
は
電
車
に
乗
る
際
に
何
か
起
き
る

と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん

で
な
け

れ
ば
定
期
券
を
購
入
し
て
日
常
的
に

利
用
す
る
人
は
ゼ
ロ
で
す

利
用
者

は
鉄
道
に
全
幅
の
信
頼
を
置
い
て
い

ま
す
﹂

　


安
全
性
と
利
便
性
の
両
立
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す


　
﹁
安
全
に
つ
い
て
議
論
す
る
際
に

重
要
な
の
は

私
た
ち
が
鉄
道
に
対

し
て
ど
の
安
全
レ
ベ
ル
を
要
求
し
て

い
る
か
で
す

機
械
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
以
上

全
く
不
具
合
が
生
じ
な
い

と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん

仮
に
安
全

性
だ
け
を
追
求
す
る
な
ら
時
速



程
度
で
走
行
す
れ
ば
今
よ
り
も
安
全

な
乗
り
物
に
な
り
ま
す

速
度
を
落

と
せ
ば
レ

ル
に
乗
り
上
が
り
や
す

く
も
な
り

事
故
が
な
く
な
る
と
い

う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

少
な
く

と
も
死
傷
事
故
は
防
げ
ま
す

一
方

で
そ
ん
な
電
車
は
誰
も
望
ん
で
い
な

い
と
思
い
ま
す

電
車
が
現
在
の
速

度
で
運
行
し
て
い
る
の
は
鉄
道
会
社

の
意
向
や
法
的
な
規
制
も
あ
り
ま
す

が

一
番
は
社
会
の
要
求
だ
と
い
う

こ
と
で
す

だ
か
ら
こ
そ
安
全
性
に

つ
い
て
ユ

ザ

側
が
し

か
り
考

え
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
﹂

　


研
究
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま

す


　
﹁
鉄
道
事
業
者
は
現
在


％
以

上
の
安
全
を
確
保
し
て
い
る
中
で


さ
ら
に
１
０
０
％
に
近
づ
け
る
プ
ラ

ス
ア
ル
フ

の
安
全
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す

そ
の
代
表
例
が
災
害
対
策

で
す

私
自
身
も
Ｊ
Ｒ
東
海
と
共
同

研
究
を
実
施
し

﹃
脱
線
防
止
ガ


ド
﹄
の
開
発
に
携
わ
り
ま
し
た

本

研
究
は
２
０
０
４
年

月

日
に
発

生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
る
上

越
新
幹
線
脱
線
事
故
が
契
機
と
な


て
始
ま
り
ま
し
た
﹂

　
﹁
地
震
発
生
時
に
鉄
道
は
一
度
の

揺
れ
で
脱
線
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん

線
路
に
対
し
て
左
右
に
揺
れ

る
と

線
路
と
片
側
の
車
輪
が
衝
突

し

そ
れ
を
起
点
に
反
対
側
の
車
輪

が
持
ち
上
が
り
ま
す

続
い
て
反
対

側
の
車
輪
が
持
ち
上
が
る
と
い
う
現

象
が
繰
り
返
し
発
生
し
ま
す

そ
の

際
に
線
路
が
揺
れ
で
逆
方
向
に
移
動

し

車
両
が
レ

ル
の
上
に
落
ち
な

い
場
合
に
脱
線
し
ま
す

脱
線
防
止

ガ

ド
は
線
路
の
内
側
に
敷
設
す
る

こ
と
で

レ

ル
に
接
触
し
て
い
る

車
輪
の
左
右
の
動
き
を
防
止
す
る
仕

組
み
で
す

東
海
道
新
幹
線
の
車
内

か
ら
も
線
路
に
並
行
し
て
敷
設
さ
れ

て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
ま
す
﹂

　


実
用
化
に
向
け
た
工
夫
は


　
﹁
実
用
化
に
あ
た

て
は
レ

ル

周
辺
に
は
物
を
置
く
こ
と
が
で
き
な

い
た
め

大
き
さ
や
強
度
に
加
え
て

レ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
妨
げ
な
い

形
状
に
す
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
検

討
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た

共
同
研
究

で
は
フ
ル
ス
ケ

ル
実
験

５
分
の

１
模
型
実
験

分
の
１
模
型
実
験


数
値
シ
ミ

レ

シ

ン
を
実
施
し

ま
し
た

フ
ル
ス
ケ

ル
で
は
本
物

の
レ

ル
や
台
車

枕
木
な
ど
を
使

用
し

脱
線
防
止
ガ

ド
が
作
用
す

る
か
を
検
証
し
ま
し
た

地
震
の
規

模
に
制
限
な
ど
は
あ
る
も
の
の
実
物

大
で
の
実
験
の
た
め
最
も
実
環
境
に

近
い
デ

タ
を
得
ら
れ
ま
す

５
分

の
１
模
型
で
は
想
定
よ
り
強
い
地
震

が
発
生
し
た
時
の
挙
動
を
確
認
す
る

こ
と
で

安
全
性
確
保
に
つ
な
げ
ま

し
た

二
つ
の
実
験
で
は
レ

ル
の

上
に
乗

て
い
る
だ
け
で
実
際
に
走

行
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
そ
こ
で

分
の
１
模
型
で
は
実

際
に
時
速
３
０
０

で
走
行
さ
せ


地
震
が
与
え
る
影
響
を
確
認
し
ま
し

た

模
型
に
よ

て
確
認
で
き
る
規

模
を
超
え
る
地
震
に
つ
い
て
は

大

学
で
開
発
し
た
数
値
シ
ミ

レ

シ


ン
を
活
用
し
て
い
ま
す

速
度
や

地
震
の
大
き
さ
を
入
力
す
る
だ
け

で

高
精
度
な
車
両
や
レ

ル
の
挙

動
を
デ

タ
と
し
て
得
ら
れ
ま
す


ま
た
新
幹
線
の
ダ
ン
パ

破
損
時
な

ど
想
定
外
の
出
来
事
も
予
測
可
能
で

す

膨
大
な
デ

タ
と
複
雑
な
計
算

を
重
ね
る
こ
と
で
高
精
度
な
正
確
性

を
実
現
し
て
い
ま
す

四
種
の
実
験

と
数
値
シ
ミ

レ

シ

ン
に
よ
る

知
見
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
ア

プ
ロ

チ
で
脱
線
防
止
ガ

ド
の
開

発
に
至
り
ま
し
た
﹂

　


発
生
が
懸
念
さ
れ
る
大
規
模

災
害
に
対
す
る
さ
ら
な
る
安
全
対
策

は


　
﹁
鉄
道
は
巨
大
な
機
械
シ
ス
テ
ム

で
す

一
つ
の
安
全
対
策
を
推
し
進

め
る
の
で
は
な
く

総
合
的
な
取
り

組
み
を
高
度
化
す
る
必
要
が
あ
る
で

で
し

う

地
震
対
策
に
限
定
す
る

と

ま
ず
は
素
早
く
列
車
を
停
止
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す

現
在
も
地

震
の
縦
波
を
拾

て
横
波
が
到
達
す

る
前
に
停
車
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
は
あ

り
ま
す
が

探
知
シ
ス
テ
ム
の
設
置

場
所
や
信
号
の
処
理
速
度
な
ど
ま
だ

ま
だ
精
度
を
高
め
る
こ
と
は
可
能
だ

と
思
い
ま
す

ま
た
架
橋
な
ど
鉄
道

構
造
物
は
橋
脚
が
揺
れ
る
こ
と
で
地

震
を
増
幅
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す

耐
震
・
免
震
化
に
よ

て
鉄

道
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
制
す
る

の
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
り


取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す

も
ち

ろ
ん
脱
線
防
止
ガ

ド
の
よ
う
な
車

両
を
レ

ル
か
ら
外
さ
な
い
仕
組
み

や

脱
線
し
た
際
に
車
両
の
暴
走
を

防
止
す
る
﹃
逸
脱
防
止
装
置
﹄
な
ど

が
果
た
す
役
割
も
大
き
い
と
思
い
ま

す

私
自
身
も
力
学
の
専
門
家
と
し

て

引
き
続
き
鉄
道
の
安
全
性
向
上

に
携
わ

て
い
き
ま
す
﹂

　


建
設
産
業
界
へ
の
メ

セ


ジ
を


　
﹁
私
に
と

て
﹃
建
設
﹄
と
は
日

本
社
会
の
象
徴
で
す

こ
れ
ま
で
生

き
て
き
た
中
で
高
層
ビ
ル
が
次
々
建

設
さ
れ
た
り

新
幹
線
が
開
通
し
た

り
す
る
な
ど
日
本
が
発
展
す
る
様
子

を
身
を
も

て
体
感
し
て
き
ま
し

た

中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
完
成
度

の
高
さ
で
す

日
本
の
建
築
物
や
イ

ン
フ
ラ
の
品
質
・
安
全
レ
ベ
ル
は
世

界
的
に
見
て
も
ト

プ
ク
ラ
ス
に
あ

り

日
本
が
誇
る
べ
き
産
業
の
一
つ

だ
と
思

て
い
ま
す
﹂


災害対策でさらなる安全性向上へ


